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はじめに

平成26年 ,月 0日の平田地区を襲oた未會有の壺霜災署で お亡くなりなられた方 被災された方々
に対しまして しよりお悔やみ お見舞いを中し上げます
平田地区倉池会連合会としましては 8月

`g早
朗より 被災現場に地区会長とともに 駆けljけ

脱綸した自動銀の獄出 通行止あの拠置 浸水しそうな憲への整告等 大南のなか 理格に走りました
松山自治会に から黎がなかり麟輩するところがないとの依頼から このような場合を想定して倉主
的に手を挙けていただいてた ディアレスト岩国に0名の運難鶴薄する処置をとることが出来ました
そら後 土砂潮れ 大谷1の氾濫等の情報が入り この緊急対策で山口県 岩国市に依頼を致しました
平田地区でのコ滉人の行方不明蓼件が発生 贅祭 苺睛国と共同して自主捜繁隊を簡 tする等 対応を
遺られた時間が絣

=ま
した

,月 ,日には色風 11号が岩国を壼撃する可露性があり 2次災書の危bl●があるため 平田地区自
主防災組織の立ち上げと 土砂崩れ箇所の緊急処壼を山口興 岩日市に再度お願いし 対処していただ
きました このような来,有の災書に初めて経験し分かつた事は 平素からの災害への準備と訓練が、・
かに大事であるかと言う事が誼麓できました

平成 26年 11月 30日 には平田使用会館て 市長期市の平田地国主屁現銅会が行われ 檀書状況と対
策について山口県及びg国市より説明があり 活発な討豪がされました
従来から 平田地区の自主防災組織の強化を図つてきましたが 今回のこの経験を生かして 地域の
安ら 安全を更に推し進あて参りたいと思います
この豪南災書を後世に伝え 今後 期■の藤雨発生崎 地区の皆様方の選磁の指針としていただきたく

小冊子を作成しました

1濡テつ最後には 今回の豪鳳力よう0短崎問大雨時の各家庭での対応マ=ュアルを記費してtヽます
こ参考としてください

平田地区自治会連合会

会 長 伊 藤 正 信

毎
発刊によせて

平成26年度3月 0日 は早朝の一崎回円量が61綺を越える記録的な大雨となりました

大風 12号の影響て 前日からの南とあt｀まってき大な人3となりました
平田地区では,くの被書を受け なかでも 死者 1名は深刻な災書として受け止める必要がありまt
被災当日 被災直後 被災後と各段階で拡大ll「薔 復l叶議 が各レ 0噺 われました
機災にあたoては 自動 共助 公助か

=位
日本となつて機能する必要があります どこを嬌正して

ゆけばよ0のか 本●は示していると思います
今篠 このような災書が湾来することを憩定しながら 対策を議していく必澤が制 ま■ 我 の々で
きることから ■実|`実行していかなければなりませ′̈ 相互に協力しなから '災害に強い平田地因 |

構策をめさしましょう

平田地区社会福祉協議会

会 長 渇 本 草 見

― ,―



1 発生機略

3月 18(金)から,日 十日)にかイ 台風12号は 東シナ海をltit7 4日には賞海で熱帯ほ気圧に
変わo'=
山口員では 台風や台風から変わつた然翻こ気庄の影k南 から涅つた空気の巌入が柄ま 岩回方面
に大南を饉らす原日でなoたとともに `Bから台風,1号及び坪 ギ高気涯周辺部を通して南から湿つた
空●tが流れ込んだたは 山口県東部におけ 気が非常に不安定となり大雨をもたらしたもので,

‐国市大藤 台腱災書状況報告より)

団 気銀台川西 (岩国高詢 の覇量計によると 下図のように 8月 68の 0時から降り始めた南が

=時
～6時の間が最も多く41耐―,lmと とし●ぶ,の雨でした 0時から3時までの素種雨]ま 21'

,,となつております

平成 ,,年,月 6日の台風14号で綿帯精の堀脚赫 た時り 1む力雨量計では ,,時～2,"までに
1,2mm隆ってo■すが一時間当たりの験高雨量は46ぃぃで今回の雨量の方が多くな,いました

(下関気象台,|もの廟量卜
'

2 被書状況
3月 6日の豪覇災書による被書

岩国市危機管理眼資埓 |ル14,1現在)

区 分 項    目
受猪

岩国市全域 平田地区

人 的 被 書

名
一名

２

一
〇

i名

0名行方不明

重続 3名      0名

住     家
非 住 家 櫂 書

奎犠 7檬      2棟
規 ,半壊 棟

練

６

１４

棟

様

２

１３糧  (床上詠 3)
藤上湊水 10栂      '楡
床下浸水 316綺     54棟

― ,―



3 平日地区の瀑水躍因
3月 6日未明 降oた豪雨が一斉に大谷‖It流れこみ 讀岸の一部が崩壊し土砂が流出し■●この上石
により平田‖I●合流する出張所近くで河‖が開霊は流下する雨水の大き分が起水となり平田保商園方

面 |〔流出した

一六 平田中央フード付近の排水は 平田川に以1水する自然難水水島の栞続と 平田IIかみあまち欄
近くにある平田排水ポンプ場で及み上1掲 2系統ありますが 当日は自然|:水系統か土砂議れで一部閉
基し 大谷川よりの越水と構ま,t撚 能力が不足し配電鯰が浸かり電源が●■しポンプが稼働しなく
●.つたことも腱なり平田中央フード交差劇寸近が冠求したも●

瀑水塚,D
自然絆ま躇の日●
‐ 継 蛇力,X■下

`者

口市河 1疇終供資椰

4 豪雨災書の記録
その1 大樹‖のコ凛関増

大創 ‖● 3tで預岸及び道路が崩壊しう僕 したもの

(岩国市河 鷹鍵憲預■ )

― ,―



その2 大0川の氾通により大■の水があふれている状況

大谷川と大応川0含流直後酬 の
様子 1から水,礎れ住宅地に 帯
れてtる

車哺 =3■力
つて 大谷川の水

の流れを阻害している

大谷 よJ平田Iに 合流する出張所近くの
電渠を 流出した土砂か間菫し ここから
平田保青日方面tt越水した

大む |よ りあふれ出た多量の水か道路や住宅

地を経由し福本商店前 て瑠まり 自販樹を冠
水させている 相当な浮遊蜘も流れて,｀る

その3 越水が住宅地に流れている状況

平田塚育園前道路が■水しているところ

保青固前を流れた大量の水● 平田 理容テ
ル様の市道を技け中史フートの交差点に流れ

出ている

醸 轟



その4 平田
`1水

ボン,瑾が冠水した状況

,ンフ●・ のモ゛綿b,'● ■●ス

[ボンフ場 ,からあまち橘返くに設置:

嵐水i颯■,^Ⅲ: た時
`月

,日 ,方 0「■ |

11ン ,●:I●スト●―+― ,つ●てい
=

|■口市■,■t,菫
''

その 5 中央フー ド市交差点●面超水

需水はti`●程に 交饉点の口東●

「

         _

| ‖

|

|

その6 土砂焔落

平口 ,T]●山自浩全の■道のを,高●2,■
晏●2,口程鋼も[市道■奎いた

口■
`=さ
ん宅つ機山t崩■● 庭に十:|

が多量に流出し
'

|`|■●●I

彫

●●●,● コ■



5 豪雨災害0復 曰作業
その1 消防早による中央フー ド交差点の11水

i肯 方車 2台て薇み上げて|る

i肯防ホースで平日川の :●み

あまち掩〕から排ホさせている

固土交凛省

「

業車1嗜景に

bけつけ ll水作業を担●た
一3和γ:l

ヽ、

●| |
‐

8国市河1凛掟供薇料



その2 中央フード交差点の11メ尭7
消防車によるυ●●なプは 作業で 当日 1,14,に 撮影した疇は通路の冠水は ほ,辞

'4き

れた

ヽ

:―

・・・ ■ロ

その 3 平田 i丁目Uさん宅襄山のがけ崖落による応急処置

平田 1丁目の向山住宅の機場の1,1の

側雪が崩索し 1,1を 塞いたために近の

数軒が離上浸*し た ,日 の台回
'1号にそなえ バイフて雨水をバイパスさせ

る嗜a処口をしているところ

その
` 
土りのコ去 0張 所近く)

=月 '日
の夕方には 大谷川の暗業を

門窒させた=砂を,3の吉風 11号に縄
え 怠ビ′チで取り除いている 暗集め
下 〔I.(Jり」を回収してti



その3 平田中学校生従によるボランティア活動

8月 フBの夕万 平田俣青回近くの検災現場で 平田中学校生徒違が土のう袋に土砂を詰める作業
上のう襲を運搬する等のボランティア活動をして、ヽた 生徒達はどろまみれとをって 頑張つていた
撮影中 生徒達の自主的な活動に目頭が綿くなる思いかした

,,,,`|ヽ ●■

メ ボ

1地 tlでつながる]

ランティアに参加した平田中学校生徒達の月

〔ボランテイアk枷するとヽ うH 平田中 サソカー部 ,年生  作奉 贅瘤
候違サ,カー部は 8月に憲雨災富ようンデイアに勤 ,しました 正直 ヽしめは「部活したかoたなあJ

と思つてt｀ましたが いぎ激 きれた慟所に行つてみると '同じ報 地区なの
'Jと
思つてしまうほど衝

●ljでした

ボランテイア活動は大変たoたけと 自分達のカル少しても役に立つと思うと やつてよかつたと思い
ました 今後 書が起こらないて歓しいと思うけと もし起[てしまった時は 積極的にポランテイア活
動にな加しようと思います

8月 6日のo南で 平BII区はとでも大きな被災を受けました 平田中ハンドボール部は 地域
の青さんの災書響 日のお手伝いをする0になりまし|. 僕違は日さらから地域の方に支えられてい

るので 今回は僕0が嶺強る番だと思い 作業に取,組みました
僕は今回の活動を通して地域のつなが,を強く感じましr_そ して地域の方への懸珈

"気
持ちを

忘れてはいけないと,いました

:ボランティア活動をして:             平口中 美術部 1年生  ,各  夏颯
自分が住んている地域で大■よ災書か起こるとは患つていなかつたので贅きました 私運墨篠部
長は被書のあつた柳析に行き満掃活動をしました

上のうを作るのは■く大筆でしたが 少しずつ[れいになっていoたので猛しかつたです 疵 ｀
時間でしたが 少しても地域の後に立てて良かったです これからも地域のために

=動
していきた

いと思|ヽす

早田中 ハンドボー,,都  2年生  竹本 離載

1議
,●′0な,

―

`―



6 薇災され方の験略

床上浸水して2階での生活を余饉なくされているTさんの談麟

3月 6Bの夜は2階に寝ていたが もの0ごい爾でバケツを0っくり返したようでした
覇5時半に朝資を済ませ 奥さんが洗溜中にまの襄の外で何か動く音がヽ るので 勝手口のド
アを露けようとしたら ドアからう■の水が入 oてきました これは大変だと 0<ド アを開め
ましたが その後 ドアは本匡で開けられなくなりました
家の後うに流れている4り‖の盤壁の土砂崩れで川が密がり 水が罵地にあふれ出たびによ●|
樺害でした

その後 1～ 2分で象の床上よで本Jヽつてきて ヽ周床■ 19いまで浸水し ―階の畳 お団
その他の家具が潟れました

その後玄関のドアを聞けて■に出ようとしましたが 饉単には開けられず 無理やり籠けて
外に出て流れて行く物を片づけました 今8現在 畳をよいていた部屋はまだ屹いていないため
2階で寝鷲きしています

9Bには韻 が岩国に捜近する予定だったため 南度 床上然 を替戒していましたが 市か
ら薄 された業者が8B中に¨ 口をしてくれて助かりました 感謝しております

その3の朝方の豪繭は 経撃したことが無いほとよく降ると冦って寝てtヽました
囀 起きて外に出てみたら 美容院の前のIIt掛かった嬌に水がバンバンと跳ね上がっており
大員な事になっていると感しました みるみる間に1が溢れ玄魔先に取いてあるゴムマットによ
が入ってきて濃打ちはじめ 匈属と納届間の通路 l=天 り込

…

した

これは一人事 僣とかしなけれはと鉄の構を崎って美容院前の橋の欄干の上から 略築をおま
らせている石類を流そうとしましたが 近所の方から『無理をしてはいけん」と注意され 自分も

大きなうがありとても解消出来ないと思い静めました 付近をよく見ると 目の前のAさん方の
プロック塀が倒れており これも111流れ込んだのではないかと思いました
一方 供用会館のそ駐 流れている4,Iも 満本となり水がオーバーして遭略切 になってい
ました

大正 13年にt が出た置にも私の憲が襖番にaヽ 8祖母が流されてタンスにつかよつて瀬
P内海で浮かんでいたところを助けられたと聞いています

当時の大谷11ま小さな41‖で場所も連oており この場所から上は 一面田んぼでした 山の
上から大水が流れて田んぽがすべて水であふれたため ■つ家が流されたと円きました
その後 田和20～ 21年曖 河I改修でストレートな‖Iこなり 川嘔も低がりました 私の
家は現在の大谷川をまたくような位墨にあったので 移築して現在の場所

=な
りました

,の大6川率流は平田川に瞳角に合流しているため 球 の時【級 0ヽ込まれにくい構造にな o
ています 隣の供用会館の導ぎを流れる川も隧様で この相撻をEさないとまた同じ子が再発す
ると思います 大谷 ‖は勾配鳩 なため 大水 tなると水が巨大なエネルギーとなります 壼路
の改造●8めて,の岸壁をコンクリート化して欲しいと思います

宗の近くの豪南災書現場を爆 した平田3丁目 国口 守さんの談話

― ,―



? ゲリラ的集中豪雨に対する心構え   に国市土砂災書′ヽザートマツプより癖 )

じ月0日の壺雨は夜明けの暗い中 あれよあれよと言調 に大きな被書が出ました 今回のような
異常な人雨では 場離 もよりますが ますは我廠 我が家族を守る事を第一に考え行動してくた
さい

―般にバケツをひっく,返したような大騒は一時口に ,0～ 50同です

雨が湾のように降り 発が見えない時は 一時間に50●●u■と,ゎれております

“

集を終えて,

今回の平田豪雨災害小冊子を発行するにあたり 平田地区の普様方から■llな駄 体験験を
こ投稿いただき 霊にありがとうございました
意誌々通して平田住民が初めて体験した壺雨災害を後世に伝えると共に →鷲 このような災
害に対して いち早く対応でき 平田の諭 の慟 ら 安全の向上の一助になればと願つており
ます

輌集者

(平田地区自暴 会長 :伊藤]= 同副会
=大
屋節雄)

(平田地区社軸 機会会長 :湯本卓見 同広報部長
'村
嘱
=睾
)

平索から家族で土砂災書 地震 大澤波が発生した場合の対応方法を打ち合わせて
おいてくたさい

若国市生砂災書ハザードマツプがt17されていますので 2が家は危険な嚇 なの
か否か 確認しておきましょう

薇極的に雨晨情報 予報 薔報等の相像を入手しましょう３

　

　

４

2

5

6

機薔メール パソコンで気象情報は破解できます また岩国市から●.気象に関する
注意報 薔報が出ますので 常時入手するようにしましょう

8月 0日の大雨では4,0,に岩国市防災メールにて土砂災書薔嬌慣

“

が発令されています

鋳帝等でこの督報が自動的に入るようにされているちは お気づきたと思います

夫雨の書報が出た場合 あるいは異常を感じたら

安全な蜀■に遷難するようにしましょう

選麟が遅れ 家から出られない場合 最も安全な
場所に移動してくださιヽ

― ,|―



平口地区自治会連合会


